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経済学において必要とされる数学について講義します．
必要な情報は

http://www.oyama.e.u-tokyo.ac.jp/econmath14/

にのせます．

講義内容

0. 復習 (経出る [2] 第 5–7章)

1. 包絡線定理 (伊藤・戸瀬 [1] 第 4章，尾山・安田 [3])

2. 凸解析

2–1. 分離定理と厚生経済学の基本定理 (伊藤・戸瀬 [1] 第 3.14節，原 [4])

2–2. 分離定理と線形方程式・不等式 (伊藤・戸瀬 [1] 第 5, 6節，原 [4])

2–3. 凸解析の進んだ話題

3. 動的計画法 (Stokey-Lucas [6] Chapter 4，上東 [5])
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成績評価
中間試験 40%，期末試験 60%．

オフィスアワー
金曜日 14:00-15:30

10階 1012
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